
　これらを被覆する最丘堆i積暦は，厚さ1《ノ2mで，坂

下部落附近の最厚部で数mに過ぎない。試堀個所に於て

みると，本層は砂礫層を主とし，その間に薄い砂層叉は

粘土層を來んでいる。砂礫を構成する岩石は，砂岩・粘

板岩・ミグマタイトを主とする。

　　　　　　　　　V．鑛　　床

　本地域の砂金鉱床は，漢谷砂金と段丘砂金とからなるo

　漢谷砂金は日方川の現河底中にあつて，金粒は・・一般

に段丘砂金よりも大粒のもめが採取されることが多ぐ，

雨後には特に河底中の一部に集積されるとい5。

　河底の幅は一般に数十m功下であり，叉亘大な礫の累

積が著しく，砂金の分布は極めて不規則なため，副業的．

に採取する外はな・い。

　段丘砂金は，主として坂下部落より滝の沢に至る間の

ものが，嘗つて採取された。これに反し，最上位段丘及

び蕨原野は，未だ試堀されたことがないため7鉱床の存

否は全く不明である6

　本期間中には，滝の沢及び坂下部落鈴木正作氏宅裏を

試堀した。排水作業困難めため・何れも基盤に到蓬しな

かった（基盤上数十cm内外までは堀下げた見込である

が）た珍，暦序及び正確な含金量は明かではないが・大

略嫁次の通りであるo

　（A）瀧の澤表土0・2m下に，厚さ1m以上の含金

砂礫層があり，この部を掻板によつて陶汰した所，1立

坪当ら2・9g程度の含金を認めた。金輝は純度800内外

で，稜角のない扁平な形を示し，大きさは多くは，0．5、

mm×0．5mm×0，1mmであるo
　（B〉鈴木正作氏宅裏表土数十cm下ば・厚さ1m
の砂礫層があり，その下位に厚さ1m颯上の含金砂礫層

があるQこれを陶汰した所，1立坪当り3g程度の含金

を認めたQ金粒の純度・形及び大きさは，略滝の沢産の

ものと同様であるが，その一つに，3卑m×5mm×G．2

m1血の板状のものがあつたo

　以上の二個所に於ける陶汰試験では，①基盤直上の

部分を試験し得ながつたこと，（2）処理量が少ないこと

のため・，その結果得た数字は・そのまX各地点に於ける

鉱床の歩留りとする事は不適当であるが，「大略の桁数と

最低限界を示すものと解釈し得るものと思われる。随っ

て両地点とも，一立坪当り3～109程度とみて大過はな

いものであろうQ

　鉱量については，試堀個所が2個所に限られた爲，段

丘堆積物中の金筋pay　streakの分布，規模につ塾て橘

現在の所不明で，これを予想し得ない。

　　　　　　　　VL’結　　論

　本地域の砂金鉱床は，漢谷砂金と段丘砂金とよりなり

その中漢谷砂金は分布が不規則小規模で企業の対象とは

なし得ない。随つて今回の踏査対象も，自から段丘砂金

に向けられた。

　本期聞中には・広大な段丘地帯中の2ヵ所の試堀に過

ぎないため，金筋の分布・規模及び歩留りは，・今後の調、

奄結果に待つ外はない。

　今回知り得たことより結論すれば，まず歩留りは両試

掘個所に於ては1立坪3パ109と見込み得るので，本地

域の鉱床は品位の点では期待し径るものがある。

　鉱量の点より見ると，第2段丘域下のものは堆積物薄

く，随つて鉱量は少いため，小規模稼行の外はない5

　未探鉱の最上位段丘は・広大な地域を占め，更に堆積

物の厚さも稽々大きいので・この段丘中の砂金の有無及

び規模が，この地域の企業償値を決定するものである。

、現在の所，これに対しては全く資料がなく，更に採堀，

法，選鉱用水，農地等困難な問題の解決を要するので，、

今後の調査で充分槍討した上，企業慣値を到断すべきで

ある。

　聞く所によればヲ本漢谷の南4kmに．て，これと卒行

して東流する中川流域の砂金鉱床が有望覗されるので，

これを含邑て広地域に亘る概査（ねこ流しを併用する）

を・融雪を待つて行う必要があるものと思われる。　（昭、

和雛年1月）

5531673＝550．8（521．12）

岩手縣宮寺附近及び夏山滑石鉱床概査報告
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　　　　　L　宮守附近滑石鑛床　旨
1）緒　・言

昭和23年明・8晦ら2・、日迄の9日問に亘つて宮

守附近の鉱床を，22，即の両日夏山鉱床を調査したの

で，その結果を報告する6現地調査には富田光孝を同行

した。調査には維始，宮守鉱山主大久保一佐氏及び李牛巨

俊夫氏等の案内を得且つ多ぐの便宜を與えられたQ戴に

記して感謝の意を表する。

（イ）　宮守鉱山　岩手縣上閉伊郡宮守村『

　　経営者　大久保一佐（幅島縣若松市南町402）

（ロ）’岩根橋鉱業所　岩手縣上閉伊郡宮守村　．

　　経営者　國峯鉱化工業株式会杜　　F

（ハ）北日本鉱業所　同縣同郡鱒沢オ嚇白木早

　　経営者千葉勝藏　』

2）潴　叢・　1
・宮守鉱山は会津若松の朝月石膏鉱山主の所有であり

て，終験後專ら石膏の開発に從事したが，本邦に於ける

滑石の不足に鑑み，宮守村惹ご滑石鉱床のある④を聞いて

始めて之を探査し，昭和21年より稼行し出鉱するに至

つたが，翌22年秋の大洪水の折1その施設のr1部と共

　　　，　　

　　　　、　　腐乳
　　　　＼

1000m

α

毒

1；鉱石の大牛を流失した。23年6月には再び施設を完備

し・從業員をも塘加レて出鉱を見るに至つた。・・

宮守鉱山が開発されると前後して岩横橋附近に國峯鉱

化工業森式会肚は露頭を発見し，之亦出鉱するに至づ

た◎北日本鉱業所は露頭探鉱のみを行つて今日に至つで

いるo　　、　．

　　　　　　　　　　　　　　　＼、3）位置，交通及び地形

宮守は岩手縣上閉伊郡に在り，山元から駅途中まで

700mは馬車軌道，それより馬車を通じ得。岩根橋は駅

より現場迄嫉縣道に漕い貨物自動車を遍じ，何れも交通

蓮搬は至便であるゴ冬季は積雪は多いが，馬権利用可能

で，鉱石の搬出にも支障を来すことはない。附近は丘陵

性の地貌を呈し，鉱床は何れも岸に露出するので，開発

するには寧ろ低きに過ぎる嫌がある。（第1図参照）

4）・地質及び鑛床

宮守を中心として南北略30km，東酉略5km以上に

達する本邦には稀に見る広域を占めて蛇紋岩が遊入す

る。同岩は塊状で殆んど節理の見られるものはないo方“

向東西に近い断層は屡々同岩を切断する。滑石鉱床はす

べて蛇紋岩中に胚胎し，或ものはそ¢一部を交代し，或

ものは断層に滑うて脈欺に発達する◎主要の鉱床ほ宮

守・岩根橋で・その他2・3の小脈があり・そのうち1探鉱さ

れたものもあるが，稼行され』るに至らず休山している厭

以下生要鉱床に就いて述べる。

a）宮守鑛康　宮守駅の南南西2km．猿石川～支流1

　　　Φ南岸に在り，蛇紋岩が滑石化した塊肱鉱床、

第1圖　　宮守，岩根需，北月本鍼山位置交通圖

で，その延長方向は東西であり，．そg方向に

40m以土継続するoこの部労礁路10m間隔

で3本の鎭入坑道を設けて，東からそれぞれ

20m，5m，10m掘進し二，一癩広すると共に、採

掘を行う・坑道興並から1伽のキ部はr都

。，は水田であるのでダ上部への採掘は注意を要1

　　　アするが，水田のない場所では8血は上部へ切

上り採掘可能である。西方の丘陵地には良質

滑石の露頭が見られ，これと現稼行鉱床と果

一℃て連続するか否かは更に探鉢に侯たねばな

らぬが，同ピ鉱床とすれば相当量の鉢量は推

定出来る。他に2ヵ所脈状の露頭があるが，

川底に露出し，叉脈幅も狭いので今のところ

稼行の対象とはならないQ．

　b）岩根橋鑛床　岩根橋駅東方約700m乳

窪曾部川に架し，た橋の東岸に在り，走向N

70。W，傾斜700’》800Nの断暦に滑うて蛇紋

岩が侵されて発達した脈罧鉱床で，1号坑，

2号坑を以て鑓押しし各々延長60mに蓬す

るQ脈幅は膨縮はあるが，広い部分では2m

33一（149ン
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に及ぶ。他にも断暦に沿ぢ脈があつて探鉱されたが・「著

，るしいものは現在発見されていないo

　e）　北日本鑛床　柏木雫駅の東方30Gmの丘陵地に発

見される。蛇紋岩め交代された脈状鉱床鷹，走向N450

W，傾斜30。NEで脈幅露頭部で1．2珊一部採掘した

が，調査当時は農繁期の爲に休山の状態であつた。

　5）、品位及び鑛量

　各鉱床の鉱石の性質，分析結果及び鉱量は次の通りで

　　　　　　　　　　　　　■βある。

　a）宮守鑛床●從来出鉱した鉱石は露頭部に近く多少

赤褐色を幣び，叉蛇紋岩の」部も混交するので梢々不純

であつたが，坑内深部に進むにつれ褐色は失ぜ，淡線色

亜透明の鉱石となつた。手選を施し，蛇紋岩爾不純物を

除去したものの分析結果は

　　SiO2　－56．74％　　MgO　　28．85％
　　A1203　　1．87　　　　　C技0　　　　　1．12

　　Fe203　5．8－　　　Ig．Loss 566、
　　王PeO　　　　　　　　－　　　　　　　　　　Tota聾　　　　　100．05

　　（分析者　地質調査所分析試験課　関根節郎）

であるo鉄分は梢々多いが窯業原料以外には充分使用出

来るo
　推定鉱量は現採掘箇所の延長40m，幅30m，高低6田，

鉱石の比重を2・6とすれば，　　　　　　　　、

　　　40×30×6×2i6＝18，720tこ；1・9×10モt　〆．

となり，此選鉱実牧率を60％と見れば推定精鉱量約

U，000tとなる。西部丘陵地松ノ木下の露頭の鉱量は未

知で詣るが之の探鉱結果如何によつては鉱量は更に加わ・

るものである。

　　　　　　　　　　　　　　だ　厨　岩根橋鑛床　脈幅平均1m，i延長50m，』高低10

m，比重2。6とすれば

　　＆　　　　　，　50×10×1×2．6＝二1300t

の推i定鉱量となるb鉱石は灘青緑色で，なお完全に滑石

化しない部分も混ずるので選鉱は充分行う必要がある。

採取品ゐ分析値は，

　　　Sio2　　5壬．42％　　　　K20　　　　0。00％
Al203

Fe2Qま

箪go
C窃O

1．ユ7

7．鍛

26。94

2．90

N我20
1α．：Loss

り

Tot包1

0．03

7．28

99．98

　　　　　　（労析者　地質調査所’関根蔀郎）

であり，鉄分が甚だ多量であるので，特殊の用途以姻こ

は使用出来なV・であろ5。尤も経営者國峯鉱化工業会肚

は西那須野に自家製粉工場を所有するので，然るべき用

途に向けつ瓦あるものであろう。

。C） 北日本鑛床、探鉱なお不充分で鉱量を算出し得る

に至らない。脈の品質佳良の部60cmあり）稽々劣る部

を併せてi．2血となり，鍵押し切上りをな蘭ぼ多少の鉱

量は見られるであろう0

　6）　調査當時の情況　　　　　　　　　　、

　a）宮守鑛床　昭和22年度秋の未曾有の大洪水は馬

車軌道700mのうち200m，貯鉱の犬部分を流失させ、＼

多大の損審を受けこの復旧に23年6月迄を費したがド

同6月は既に65tの出鉱を見ていた。本格的碗採掘にか

xれば1日の出鉱量5t，1ヵ月140tの出鉱は可能であ

ろう。当時の出鉱先は東京中野の浅田製粉会薩其他でそ

の販路を拡張中であつたo

　b）　岩根橋鑛床　昭和21年9月から採掘を隣始・22

』年度は2ヵ月休叫したが・その後は稼行を継続し22年

，度出鉱量800t　・

　　　　　　3捌　4月　5月　δ月（19日現在）
　　23年度
　　　　　100t　’90t　　　112t　　　　　　　64t

の出鉱を見，月産李均100t，これを西那須の精粉工場で

製粉．主として日東紡績へ販費して》た・蓮搬は至便で

ある。　　　　　　　　　　　9
　c）　北日本鑛床　僅かに5Gtを見本として出鉱したに

過ぎない◎　　　・．　．　　－　　　　　＼

　7）結言及び意見
　宮守附近の蛇紋岩ほ大規模に露出するが・滑石に交億、

され鉱床を形成してやる箇所は比較的少い。F邸ち，宮守

では梢々輝つて交代され，重万tを超え．る鉱床が見られヲ1

岩根橋，北日本ではこれに比較すれば規模極珍て小さい

ものが発見されている丈である。宮守は蓮搬にも便，月

「
産

100も場上の出鉱は可能である。只開発に当つて下部

へ進んで出水に悩むこと，一上部へ掘り上り過ぎて水田の

水を吸牧することは嚴年注意すべきである。ヌ不純の蛇

紋岩が鉱石に随俘するので充分の選鉱を必要とする。

　東北地方に於ての滑石鉱床は此地方と岩手縣東磐井郡

に発見されているのみであるが，今後蛇絞岩地幣の調葺

によつては更に発見される可能性はある。　．

　　　　　　　II．夏山滑石鑛床、

　1．溜’董
“土地の者が滑石露頭のあることを発見し，それが極め

‘
て

良質なることから大久保一佐氏の入手するところとな

　り，昭和22年探鉱したが発展せずに当時に至づていた。

　2．・位置，交通及び地形

　夏山は岩手縣東磐井郡田河津村に在り・大船渡線陸中

松代駅に下車し，それより北方へ徒歩10kmにて達し得

る。途中横沢迄は貨物自動車も通ずる◎大鉢森山（634m）

の南に延びる尾根の北斜面にあり・附近は丘陵性地勢を

なす（第裂2図参照）。

　3』地質鐘床及び鐘有品位』

　附近は古生暦の頁岩と之を貫．く蛇紋岩より成り，滑石

鉱床は蛇紋岩を賑状に貫いて発達する。丘陵部の頂に近

　　　　ノ
．34一（150），

、
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第2圃、夏山讃山位置交通圏

くその露：頭があり。i延長5m，幅2n1，走向N20QE，傾・

・斜700NWで鉱石はクリーム色を帯び局部的に褐色に

し汚染される。露頭下部昏向け7m，下部から鑛入坑道17

　　　　　　　　　　　　●

mを掘繋して幅6¢mのものにあたる。この部の鉱

・石は純白に近いが，稽々淡線を帯びる。一．

　これが分析の結果は　．　　　　　　、，ブ、

　　　　　◆Sio2　60・06％　　K20　0．00％
み1263　0．41

Fe203　2．61
皿90　31，46，

CaO　　O．32

　Na20　・0．00　1
　1g．Loss．5・30
　Tota1100．10　、．
TP．

　　　（分析者　地質調査所’関根節郎）

で鉄分の少いヒとは本邦産中随一である。満洲産滑

石には多少劣るが，域は窯業方面の使用に耐えるか1

目下之：が試験を依頼中である。』

　4・現灘，　　、　　，　昼
　調査当時迄休山していたが，露頭の延長方向及び

下郡へ鉱石が継続ぜぬか1或は他繭様の露頭なき

かと期待して鏡意探鉱中であつた。ヌ鉱石の｝部を

窯業会冠へ逸つ七使用試験依頼中であつた。

　5．結　『言
　夏山鉱床は今なお鉱床の規模は小であるが，本邦

の多くの滑石中品位に於てセ、この右に出ずるも爾は、

・ないので・充分の鉱童が得られる様に露頭の延長・

’
下

部は勿論附近に向種の露頭発見に努むべきである。

（昭和23年6月調査）

553・673：550・8（523・鴫）

愛媛縣船木滑宥鉱床概査報告
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　　　　　1，序　言
叩和23年チ月15，16の両日東邦タルク株式会肚般木

鉱業所の滑石鉱床を概査レたので，．以下報告する。調査

には菊池徹及び富田光孝を同行した。調査に当つては鉱

業所長秋吉郷造氏，鉱業権者武吉律義氏を始め般木村合

田助役の好意に浴した。此処に記して深甚の謝意を表す

る。なお本調査は窯業原料協議会との共同調査の一部で’

ある0

　　　　　2・・溶　輩　
駿木村の山地には明治年代石筆材を採掘した場所の在

養ことは土地の古老の瓢る処であつたが，昭和羽年末．

東邦タルク株式会赴は．之を知り土地の有力者の協力を

得，今年に入つて種子川及び中尾谷の露頭並に旧坑を発

見し直に之を稼行する計画を樹て，採掘に着手した。碗

時に搬出に必要な資材の蒐集をも行い，調査当・時ほ鋭意

露頭下部の探鉱採掘に取掛っていたのである。

　　　　亀　位置，交逼及び地勢

ド鉱山名　東邦タルク株式会祉艦木鉱業所

　鉱一区　愛媛縣試登　申請中
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